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研究内容 

 

放射線治療の場合、治療計画における輪郭描出・線量計算の精度が治療効果に影響を及ぼす。本研究で

は、深層学習を用いて治療計画のエラーを自動検知するシステムの開発を行っている。また、放射線治療人工知

能研究会を主催しており、医学 AI 人材養成にも力を入れている。 
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放射線治療人工知能研究会 

http://radtherapy.ai.u-tokai.ac.jp/ 
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